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　５月20日（金）13時30分よりホテル森の風鶯宿において開催

された令和４年度岩手県印刷工業組合通常総会は出席者34名（本

人出席20名、委任状出席14名）でした。うち、ご参集いただい

た理事は14名で、事務局より提出された議題はすべて可決承認さ

れました。総会終了後、全日本印刷工業組合連合会DX推進PT委

員長の福田浩志様を講師に迎えて「全印工連がめざすDX戦略セミ

ナー」を開催（出席者38名）。その後、感染防止対策を講じた上で、

２年ぶりに懇親会が開催されました。

提出議案	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	          

第1号議案	 令和３年度事業報告並びに決算書類の承認の件

	 別紙の通り承認を求む。

第2号議案	 令和４年度事業計画および収支予算設定の件

	 別紙の通り決定を求む。

第3号議案	 令和４年度賦課金の額および徴収方法決定の件

	 別紙の通り決定を求む。

第4号議案	 令和４年度取引金融機関決定の件

	 �株式会社岩手銀行、株式会社商工組合中央金庫と取

引することの決定を求む。

	 ただし、この決議は、次期通常総会まで有効とする。

第5号議案	 令和４年度借入金の最高限度額決定の件

	 一金5,000,000円と決定を求む。

第6号議案	 令和4年度新規加入者の加入金額決定の件

	 一金10,000円と決定を求む。

第7号議案	 任期満了に伴う役員改選の件

令和４年度 岩手県印刷工業組合通常総会

しかしながら、今年の 1月には期待に反し、オミ

クロン株による第 6波が再び猛威を振るいました。

日本経済は好調な業種と厳しい業種に分かれ、印刷

業界は厳しい業種であり、組合員へのアンケート調

査では、2年目も引き続き前年比減収のままの企業が

80％以上でありました。

このような環境の中、岩印工組では、年次通常総会、

上期東北地区印刷協議会、8月のビアパーティーの開

令和３年度事業報告

■事業活動の概況

昨年は、年明けから始まったコロナ禍の第 3波が

猛威を振るい、全国で一昨年同様に 3密を避けるた

めの対策が実施され、経済活動が抑制された厳しいス

タートの 1年でありました。ワクチン接種も 4月か

ら始まり、東京オリンピックの終了する 9月には、

国民の 80％以上が 2回目の接種を終了し、10 ～ 12

月には、コロナ禍も終息するかもしれないとの期待を

持たせる状況になりました。
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査により、組合員の現状を把握すると共に、組合員に

役立つ各種の取り組みを計画します。コロナ禍がどう

なるか不透明な中、Zoom（ズーム）を使ってのリモー

ト形式、あるいはリアル参加併用によるハイブリット

形式などを駆使し、可能な限りの情報提供を積極的に

実施していきます。

今年度は、全日本印刷工業組合連合会との連携に

よる取り組みの実施と県独自のアンケート調査によ

る取り組みを加味し、下記の取り組みを推進して行

きます。

令和４年度事業計画

■基本方針

日本経済は長引く新型コロナウイルス感染症の影響

により、動向が一進一退の中、サプライチェーンの寸

断や原材料の不足、資源価格高騰などの諸課題が回復

への足かせとなっており、先行きは不透明感を増して

います。

岩手県においては、東日本大震災津波からの復興、

相次いだ台風災害等の復旧・復興を進めると共に、少

子高齢化や人口の社会減等の課題について総合的に取

り組みを行っています。

岩手県印刷工業組合では、組合員へのアンケート調

催などが、それぞれ書面決議・ズームによるリモート

会議、中止になるなど、リアルな活動が殆ど出来ませ

んでした。　　

その一方で、JPPS 講習会、MUD セミナー、古紙

回収事業、緑化推進協議会への収益金の寄付、県庁

への「知的財産権の財産的な価値への配慮、インキ・

刷版などの諸材料の上昇に見合った発注価格の柔軟

な対応の要望」など組合員の皆さんにとってメリッ

トのある最低限の役目を果たすことはできたと考え

ております。

また、組合の財務は、組合員の減少や事業の中止な

どの影響により、組合費や組合事業収入が減少しまし

たので、その分出費を抑えることを工夫し、非常に厳

しい情況でありましたが、若干の黒字を確保すること

が出来ました。

これも、偏に日頃からの組合員の皆さんのご理解と

ご協力の賜物と感謝申し上げ、昨年度 1年間の報告

とさせていただきます。

①共同受注事業

　　○�岩手県ILCPR用年賀はがきは、取り扱いが終了

となりました。

　　○�盛岡市の物品購入等競争入札参加資格申請

②復興計画について

　【印刷技術及び環境問題対策等の研究】

　　○�「アフターコロナにおける地域産業の持続可能

性」セミナー　�34名（令和3年5月21日）

　　○�日本印刷個人情報保護体制認定制度（JPPS）

講習会　�14名（令和3年10月20日・11月16

日・12月15日・令和4年1月19日・2

月24日）

　　○�ＭＵＤセミナー「最近のMUDの考え方につい

て」　50名（令和3年11月18日）

　【地域及び社会への貢献】

　　○�第33回古紙回収を実施（令和3年4月14日）26

社（38,080円）

　　○�第34回古紙回収を実施（令和3年7月14日）26

社（30,180円）

　　○�第35回古紙回収を実施（令和3年9月15日）23

社（32,790円）

　　○�第36回古紙回収を実施（令和3年11月5日）22

社（19,110円）

　　○�古紙回収収益金を岩手県緑化推進委員会へ寄付 

（令和3年11月9日）（100,000円）

　　○�岩手県緑化推進委員会より「緑の募金」感謝状

を受理 （令和4年2月25日）

　【復興へのお手伝いと地域経済の活性化活動】

　　○�復興関連図書の販売、情報発信（令和3年4月1

日～令和4年3月31日）

　　　売上冊数　33冊　18,833円

　　　�　盛岡市手づくり村に出版物ブースをつくり、

復興関連印刷物はもとより、タウン誌・各地域の出版

物を展示販売しております。
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令和４・５年度　役員名簿

役　職 氏　名 事業所名 再任／新任

理事長 菊池　忠彦 ㈱菊忠印刷 新任

副理事長 鈴木 　　敦 鈴木印刷㈱ 再任

副理事長
兼専務理事

間瀬　浩之 ㈱杜陵印刷 再任

副理事長 新沼　興隆 ㈱大昭堂印刷所 再任

常務理事 主濱　哲也 浜印刷㈱ 再任

常務理事 荒川　和行 ㈱文協印刷 再任

常務理事 津田　徳明 ㈱白ゆり 新任

理　　事 斎藤 　　誠 川口印刷工業㈱ 再任

理　　事 木村　惠也 ㈲金ヶ崎印刷 再任

理　　事 新田　和央 第一印刷㈲ 再任

理　　事 熊谷　徳夫 ㈲紫波印刷 再任

理　　事 久慈　広志 ㈱久慈印刷 再任

理　　事 駒井　剛機 ㈱文化印刷 再任

理　　事 小松　正美 小松総合印刷㈱ 再任

理　　事 菊地　慶矩 川嶋印刷㈱ 再任

理　　事 吉田　　勉 ㈱吉田印刷 再任

役職　 氏　名 事業所名 再任／新任

理　　事 金野　広充 ㈲金野印刷 再任

理　　事 新沼　章一 ニイヌマ企画印刷 再任

理　　事 金田　弘子 ㈱東海印刷所 再任

理　　事 菅原ゆかり 沢倉印刷㈱ 再任

理　　事 阿部　守雄 ㈱阿部印刷 再任

理　　事 工藤　芳紀 ㈱富士屋印刷所 再任

理　　事 佐々木　裕 永代印刷㈱ 再任

理　　事 菊地　慶高 川嶋印刷㈱ 新任

理　　事 西野　正寿 杜陵高速印刷㈱ 新任

理　　事 佐藤　徳幸 トーバン印刷㈱ 新任

理　　事 小松　隆宏 小松総合印刷㈱ 新任

理　　事 晴山　博邦 川口印刷工業㈱ 新任

理　　事 新田　恭央 第一印刷㈲ 新任

監　　事 向井　一澄 大更印刷㈱ 再任

監　　事 菊池　勝人 河北印刷㈱ 再任

顧　　問 吉田　幸一 川口印刷工業㈱ 再任

（1）�全印工連の情報提供と連携対応（DX講習の

実施）

（2）�ジャグラ岩手県支部と連携した「知的財産権

の財産的価値」に配慮した官公庁の発注状況

のチェックと「用紙などの価格上昇に見合っ

た発注価格の柔軟な対応の要望」の継続

（3）組合財政基盤の充実への取り組みの継続

（4）�組合組織の活性化（組合役員の世代交代の実

施）

（5）�各委員会主催の小規模な情報交換の場の設定

（リモート活用）

（6）業態変革に役立つ各種情報の提供

（7）上期地区協の岩手での開催

（8）その他

これらの事業推進には、これまで以上の組合員の皆

さんのご理解とご協力が必要となりますので、今年度

も宜しくお願いいたします。
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　　　　  上期東北地区印刷協議会令和４年度

Ⅰ．全体会議

本日は上期東北地区印刷協議会が３年ぶりにリアルで開
催されますこと、誠に嬉しく思います。針生会長を始め主
管の岩手県工組の皆様、会議設営へのご尽力に感謝申し上
げます。
また日頃より全印工連事業に対し、ご支援・ご協力を賜
り厚く御礼申し上げます。
さて、我々印刷業界はコロナ以前より人口減少やメディ
アの多様化を原因として、相対的に紙メディアが減少する
厳しい環境におかれています。その中で、全印工連として
は再び印刷業界の構造改善が必要であると考え、この２年
間各種事業を推進してきました。まずは供給過剰となって
いる印刷市場において、お互いの得意分野を活かして生産
協調をしていくＤＸに取り組んできました。システム開発・
トライアル運用を経て、本年度は組合員の皆様に広くお使
いいただけるよう準備をしているところです。また、コロ
ナ禍において委員会等の情報をしっかりとお伝えするため、
委員会やセミナーの動画配信や教育動画サイト「印カレ」
の構築を行なってきました。
昨年秋からは印刷資材の値上げ、エネルギー・物流コスト
の上昇が続いています。資材の値上げやコスト上昇について
は、昨年来組合員の皆様にはしっかりとお客様にご説明、ご
理解を頂いた上で価格転嫁を進めていくことが重要であると
お話ししてきました。価格転嫁が困難であるとのお声もあり
ますが、お客様との信頼関係を構築し、価格以外の競争力を
つけられるよう全印工連としても情報を発信していきたい
と考えます。
この多難な時期であるからこそ、組合組織に集って明日
の経営の糧となる情報を交換できる関係を構築していくこ

とが組合の存在意義であると考えます。今後益々の印刷産
業発展につながる組織となるよう全印工連としても事業を
行なって参りますので、ご理解とご協力をお願い申し上げ、
挨拶とさせていただきます。

本日は３年ぶりのリアル開催となりました令和４年度上期
東北地区印刷協議会にご参加いただき、感謝申し上げます。
この３年間は様々な制約を受け、環境も非常に大きく変

わってきました。デジタル化・ペーパレス化により印刷物
が減少し、価格競争も激化してきました。昨年からの印刷
資材の値上げをどう克服していくか、我々にとって頭の痛
い問題です。資材の値上げにより利益が削られてきていま
す。これは印刷業界だけではなく、あらゆる業種で値上げ
が進んでおり、アメリカの消費者物価指数はこの 40年間で
最大の上昇率であるそうです。そうした状況で、我々とし
ても価格転嫁はどうしても進めていかなければならない問
題です。加えて、今年の夏は電力が逼迫するそうです。こ
れは先日の地震やウクライナ・ロシアの戦争の影響もある
と考えられますが、厳しい夏場になりそうです。
一方で前向きな話題もあります。コロナ禍でも社会が動

き出しており、インバウンドの受け入れも広がり、規制緩
和の流れの中で経済回復に向かっています。我々としても
この流れを捉えて、商売につなげていく創意工夫が重要で
あると考えます。これからは資材やエネルギーを無制限に
使って商売をしていくことは難しくなっており、法的規制
も強くなっていくと思います。各社もＳＤＧｓを意識した
戦略設計が益々求められる時代になっていくでしょう。
今年のＳＯＰＴＥＣは「変革で未来への扉をこじ開け

ろ！」をテーマに 7月に開催されます。まさに我々は変革
を迫られています。このＳＯＰＴＥＣの中で、是非皆様の
ビジネスのヒントが見つかりますよう願っております。本
日の地区協は懇親会も予定されており、皆様とじっくりと
コミュニケーションが取れるものと思っています。
結びに、今回の地区協開催にご尽力頂いた岩手県工組の

皆様に感謝を申し上げ、挨拶とさせていただきます。

滝澤光正全印工連会長挨拶（要旨）

◆開催日時	 令和４年６月22日（水）13:00～
◆開催場所	 岩手県盛岡市「アートホテル盛岡」
◆参  加  者	 �東北６県役員・来賓その他72名

針生英一東北地区協会長挨拶（要旨）
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２．�事業承継支援事業の周知 
　  �（事業承継支援センター・事業承継ガイドブック・事

業承継セミナー） 
３．共創ネットワーク通信の最大有効活用
４．ＣＳＲ認定事業の普及と啓発 
５．各種数値目標の達成推進（下記参照）
６．�各地区における当委員会に対する意見・要望事項の情

報収集

【数値目標】
 １．�事業承継支援センターに係る問合せ件数の目標数：

50件 
　�　各地区の目標：北海道２、東北３、関東甲信越５、
東京 18、中部５、近畿８、中国３、四国２、九州４

２．�数値目標：事業承継セミナーに係る各地区の参加人数
（全国合計）：180人 

　�　各地区の目標と実績（５月現在）：北海道 10、東北
20、関東甲信越 30、東京 50、中部 10 近畿 20、中国
10（実績 25）、四国 10、九州 20

※全国向けウェビナー開催の参加もカウント
※�内訳：山口県工組（中国地区）が５月 20 日（金）に
「I ～事業承継の基礎・概要編～」を開催

３．�「共創ネットワーク通信」に係るベンダーの配信：
10回 

４．ＣＳＲワンスター認定新規取得社数：８社

【意見・情報交換】
・�経営動向実態調査の内容が難しいと感じそうな方々も
いるので、わかりやすくして欲しい。また、回答を飛ば
して次に進めない。（保存すれば、そこまでの回答がで
きていることなど）アンケートメールも届いていないと
きもあるようだ。

・�事業継承セミナーの目標数値があるが、組合員数の少
ない工組は、そもそも予算が少なく（各委員会での予
算がそもそも無い）、開催することが難しい。地区とし
てＺｏｏｍも併用して開催できないか。

・�東京で行われるセミナーは、内容もいいもので、Ｚｏ
ｏｍの普及で遠方でも参加しやすいが、昨今の働き方
改革等により、勤務時間外の開催では、従業員に参加
させづらい。勤務時間内での開催にして欲しい。

・�ＤＸ－ＰＬＡＴやＭＩＳについて、公開されている情
報が少なく、実施されたときに「はい、参加してくだ
さい」では、すぐには参加できないのではないか。特
にＩＴリテラシーが乏しい方が多い中では、まずは理
解してもらうための啓蒙活動が必要ではないか。

・�ＣＳＲ認定事業、言葉が古い印象がある。昨今ではＳ
ＤＧｚのほうが認知度が高いので、同じものでは無い
かもしれないが、通ずる部分はあると思うので、名称
変更も含めて、理解しやすい言葉を使用して欲しい。

大舩憲司委員長（山形県）
【報告事項】
１．�令和３年度技能検定プリプレス職種（DTP作業）合格

者数

Ⅱ．分科会

１．�令和３年度収支決算報告について、異議なく承認された。
２．�令和４年度収支予算（案）について、異議なく承認さ

れた。
３．�令和４・５年度東北地区印刷協議会役員について、異

議なく承認された。
４．�ＳＯＰＴＥＣとうほく２０２２の開催状況の報告がさ

れ、異議なく承認された。
５．�令和４年度デザイングランプリTOHOKU中止につい

て、異議なく承認された。　　　　　　      
６．�令和４年度下期東北地区印刷協議会開催日程等につい

て、異議なく承認された。
　　令和５年２月 15日（水）　主管：宮城県工組

７．その他情報交換
　　組合員減少問題について意見交換を行なった。
　�　地区協は全印工連事業として運営されており、費用
負担の見直しを全印工連に対して要請を行なった。

　�　官公需発注における諸問題について協議を行ない、
行政への働きかけに加え、議連等政治的な働きかけの
必要性も確認した。

五十嵐友和委員長（秋田県）
【報告事項】
１．経営革新支援事業 
（1）�ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）実装の

推進・事例研究・情報発信について
（2）�ＭＩＳの導入・活用活性化に向けた啓発・支援展開

について 
（3）�事業領域の拡大展開を支援するためのセミナーの開

催・情報発信について
（4）�「新・勝ち残り合宿ゼミ」（第２期）の開催について 

２．事業承継・事業継続支援事業 
（1）「事業承継支援センター」の活用の推進と啓発
（2）「事業承継ガイドブック」の周知 
（3）印刷業界のための事業承継セミナーの開催 
（4）サステナブルな事業経営への推進について 
（5）地域創生事業の活性化支援について 
（6）�令和３年度印刷業経営動向実態調査の結果公表につ

いて 
（7）ＣＳＲ認定事業の普及と啓発 

３．マーケティング支援事業 
（1）�デザイン経営の事例研究・セミナーの開催・情報発

信 
（2）�異業種・同業種のマーケティングに関する事例研究・

セミナー開催・情報発信 
（3）「共創ネットワーク通信」の活性化と機能強化 
（4）下請適正化の推進について 

【依頼事項】
１．�今後の東京発信の各種セミナーの周知とオンライン参

加への働きかけ 

理事長会

経営革新マーケティング委員会

教育研修委員会



令和 4年９月号

7

　�　令和３年度の技能検定プリプレス職種（DTP 作業）
は別添資料のとおり 20都道府県にて開催され、１級・
２級合わせて108名から受検申請があり、65名が合格。

　�　令和２年度に比べると受検申請者は３名減少したが、
合格者数は 13 名増加して、合格率は１級が 79.5％、
２級が 49.3％であった。

２．�技能検定プリプレス職種（DTP作業）の受検料減額の
継続

　�　令和４年度より、技能検定受検料減額制度の対象年
齢が 34歳以下から 24歳以下へ変更になった。2022
年４月１日時点で 24歳以下（1997 年４月２日以降に
生まれた方）の２級受検者は 9,000 円減額され、実技・
学科とも受検の場合は１万 2,300 円に、実技のみの受
検は 9,200 円となる。

【依頼事項】
１．�令和４年度印刷営業講座・印刷営業技能審査認定試験

の実施
　�　「提案営業・プレゼンテーションの知識」と「マー
ケティングの知識」の習得に重点を置いた印刷営業講
座と、知識試験では単語の記述式問題の導入、技能試
験では従来の積算見積課題に加え、提案型営業の課題
としてマーケティングに関する記述式問題を導入した
印刷営業技能認定試験は、2017 年のリニューアルから
５年目の令和３年度は、２工組において実施。令和４
年度は現時点で３工組が実施予定。

《参考》�令和４年度　印刷営業講座・印刷営業技能審査認
定試験　実施予定
岡山県工組　�講座 :７月13・14・20・21日

 　　　　　　　　　 試験 :９月 28日
東京都工組　�講座 :９月２・５・７・12・13日
　　　　　　試験 :10月12日
愛知県工組　講座 :10月７・８・14・15日
　　　　　　試験 :10月20日
福島県工組　�講座 :10月22・29日、
　　　　　　　　  11月５・12日
　　　　　　試験 :11月19日

２．�教育動画サイト「印カレ～全印工連の学んで得するTV
～」の周知・啓発

　�　昨年５月に開設した「印カレ」は、コロナ禍で教育
動画へのニーズが高まる現状において、経営・マーケ
ティング・営業などジャンル別に合計５８本の動画を
公開しており、総再生回数は 2022 年５月 31日現在で
4,080 回となっている。スマートフォンやタブレット
でも視聴でき、いつでもどこでも見たいときに視聴で
きるので、社員のスキルアップや自己啓発にご活用い
ただきたい。

３．全印工連特別ライセンスプログラムの周知・普及
　�　現契約は 2022 年 11 月 30 日までとなり、12 月１
日以降は新たな契約内容がスタートする。引き続き、
組合員への全印工連特別ライセンスプログラムの価格
優位性やメリットを PRしていただきたい。

４．組合支援セミナーの周知・啓発
　�　令和４年度から、富澤委員長が講師を務める「印刷

会社のweb 戦略」セミナーを新規に開講する。印刷会
社に適したweb 戦略とデジタルツールについて説明す
るセミナーなので、各県工組での開催をご検討願いた
い。

　�　また、「技能検定プリプレス職種（DTP 作業）学科試
験対策セミナー」と「体験ワークで知る！人事評価制
度の見直しポイントセミナー～構築編～」も継続開講
する。

５．JPPS、マイウオッチャーの周知・啓発
　�　「日本印刷個人情報保護体制認定制度（JPPS）」は「プ
ライバシーマーク（Pマーク）」や「情報セキュリティ
マネジメントシステム（ISMS）」などに比べ、時間・費用・
管理体制等の負担が少なく、取得が容易となっている。
また、「アクセスログ監視システム（マイウオッチャー）」
はパソコンやタブレットのログイン履歴・操作ログを
取得し記録することができる。

【協議事項】
１．�全印工連特別ライセンスプログラム　ライセンス数増

加目標値設定
　�　全印工連特別ライセンスプログラムは、2021年 12
月１日から2022年５月 13日までの５カ月半に全国で
加入本数が259本と増加しているが、2022年 11月 30
日までの６カ月半の全国での目標加入件数は250本に
設定した。各地区の目標加入本数は、各地区の今後の加
入本数は直近の５カ月半の増加本数に比例した本数で設
定した。

　�・目標値設定の具体的根拠を示していただきたい。
　・�数値目標は全国の会員数割で設定しているのか、企

業規模によるものなのかよく分からない。
　・�加入による価格以外のメリット、全印工連が収受す

る手数料、他販売者との比較等、不明な点が多いと
考える。

２．印刷営業講座の各地区での開催回数設定
　�　令和４年度から、従前の対面式に加えて印刷営業講
座のオンライン化対応を開始する。
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間瀬浩之委員長（岩手県）
【報告事項】
１．�厚生労働省「令和４年６月までの雇用調整助成金の特

例措置について」
２．�厚生労働省「労働施策総合推進法に基づく「パワーハ

ラスメント防止措置」の義務化
３．�厚生労働省「36協定で定める時間外労働及び休日労働

について留意すべき事項に関する指針
　�　36 協定で定める時間外労働に、罰則付きの上限が設
けられている。36協定で定める時間外労働及び休日労
働について留意すべき事項に関して、新たに指針を策
定している。

４．�全国社会保険労務士会連合会「働き方改革改正法で何
が変わるの？長時間労働是正編」

　�　働き方改革関連法令の法改正により、年次有給休暇
の時季指定義務、労働時間の把握の実効性確保、時間
外労働の上限規制等がスタートしているので、それぞ
れに対応しているかの確認。

【依頼事項】
１．中小印刷業モデル就業規則2021の販売
２．環境労務セミナーの周知・開催
　�　「知らなかったでは済まされない働き方改革　労働法
と労働基準法改正セミナー（令和 4年度版）」、「幸せな
働き方改革へ向けて！ STEP2 ～ 5」の開催

３．�環境マネジメントシステム認証・認定制度の普及推進
４．�第21回印刷産業環境優良工場表彰の応募協力（日印産

連主催・10月募集開始決定）

【協議事項／意見交換】
１．各工組における労務課題への対応状況
　�　業務外として労働時間に算入していなかった業務の
見直し（就業時間前の施設内の除雪作業、就業時間外
のミーティング等）。

２．�環境マネジメントシステム認証・認定の周知・啓発に
ついて

　�　現在の業況の下では人材の確保が困難、また取得し
ても維持をすることができない。 取得したことによる
メリットの実例が知りたい。

〔数値目標〕
� 　�　数値目標が現実的でない、難しいとして具体的な数字
の設定まで至らなかった。

平野研一委員長（宮城県）
【報告事項】 
１．組合員加入挙績工組表彰
　�宮城県印刷工業組合…２社増　
　�報奨金３万円の贈呈

２．各共済制度の加入状況
　・「生命共済制度」
　・「設備共済制度」
　・「医療・がん・介護共済」

　・「災害補償共済制度」
　・「経営者退職功労金制度」

３．令和４年度共済キャンペーン重点工組の選定
　�　宮城県印刷工業組合　　福島県印刷工業組合

【依頼事項】
１．組合員台帳調査の実施
　�　提出率の地域格差はあるものの、前回提出率を上回っ
て底上げを図る。

２．クラウドバックサービスの普及、加入増強
　�　令和４年度の数値目標　新規加入９社

３．安否確認システム「Safety link24」の周知拡大
４．医療・がん・介護共済制度の普及、加入増強

【協議事項】
１．組合員加入の促進について
　�令和３年度期首組合員数　4,136 社
　�令和４年度期首組合員数　4,015 社（121 社減）
　�全国では２県（宮城工組、千葉工組）のみ
　�いかにして加入増強を進めていくか。

２．各種共済制度キャンペーンの展開について
　�　キャンペーンの趣旨を明確にして、より一層の加入
促進に努める。

３．キャンペーン期間、対象制度の確認

【数値目標】
１．�「生命共済制度」の全国目標である「組合員数に対す

る加入率32％」の達成
２．�組合員数純増および増減０の割合を増やし、減少率

０％に近づける
３．組合員台帳調査票提出率100％の達成
４．クラウドバックアップサービス新規加入９社達成

【意見交換】
・�各県工組の新規加入促進の現状と活動報告、今後の課題
・�各種共済制度のメリットや細部が伝わっていないので告

知チラシや専門の方が説明する等の手立てが必要ではな
いか。

・組合員台帳の各県の取り組み、回収方法について

日下直哉委員長（福島県）
【報告事項】
１．ＣＳＲサミットの開催 
　�　全印工連フォーラム前日の９月 29 日（木）に愛知
県名古屋市にてＣＳＲサミットを開催。テーマは「SDGs
の視点から見た調達の将来像～社会課題解決に寄与す
る調達～」。基調講演・パネルディスカッション・分科
会を予定。全印工連組合員をはじめ、ＣＳＲに取り組
んでいる、または興味のある中小企業・学生を対象に
参加を募る。基調講演は、全印工連ＣＳＲ認定委員長
の亀井善太郎氏が講演。続くパネルディスカッション
ではＣＳＲ推進委員会がコーディネーターとなり、亀
井氏、全印工連、ＳＲ調達を実践している愛知県の地
元企業、行政をパネラーとする予定で進めている。そ
の後の分科会は組合員企業を対象とした、影山特別委
員を講師とするものと、一般・学生を対象とした、Ｓ

環境労務委員会

組織共済委員会

ソーシャルビジネス委員会
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ＤＧｓに関連付けたもの２つを企画している。
２．�ワンスター→ツースター、ツースター→スリースター

への動機づけのコンテンツ制作ならびに認定取得企業
にとっての対外ＰＲ動画制作
　�　既にＣＳＲ認定を取得している組合員企業に向けて、
ワンスターからツースター、ツースターからスリース
ターへのモチベーションアップにつながる映像コンテ
ンツを制作する。この映像コンテンツで、ＣＳＲの会
社にとっての意味、業務の重要性、申請書類の書き方
を説明する予定。また、ＣＳＲに関連する仕事の重要
性と併せて、日常の業務改善に結びつくような好事例
も入れていくことを計画している。今後、浦久保委員
長をはじめとしたコンテンツ制作のためのＰＴを編成
して進めていく。同じく、認定取得企業向けにクライ
アント等対外ＰＲを行なうための動画も制作する。

３．女性経営者ネットワーク「デジタル名簿」作成
　�　ダイバーシティ推進部会では女性経営者による様々
な知識やノウハウ、情報を共有できる場所の提供をす
ることで、企業としての力をつけることを目的とした
ウェブページ「デジタル名簿」の作成を進めている。
組合に所属する全国の女性経営者同士の繋がりを構築
するため、今後、加入促進のフライヤーを制作予定。

４．ダイバーシティ経営の実践と情報提供
　�　８ 月 26 日にオンラインセミナー「女性経営者ネッ
トワークの魅力」を開催し、46 名にご参加いただいた
ほか、Web 上で定期的なミーティングを行なうことで、
印刷業における各社の実態・情報の共有に努めた。また、
女性経営者のネットワーク構築として「デジタル名簿」
の作成を進めている。

【依頼事項】
１．組合支援セミナーの周知
　�　ＣＳＲの普及・啓発のため、今年度も組合支援セミ
ナー「戦略的ＣＳＲセミナー」では、講師派遣を行なう。

２．全印工連ＣＳＲ認定制度の普及拡大
　�　全印工連ＣＳＲ認定事業所は、現在 133 社。現在、
第 38 期ワンスター認定の募集を開始しており、７月
末まで応募申込みの受付を行なっている。この認定制
度は、今後も継続して年４回の新規募集を行ない、ワ
ンスター認定・ツースター認定・スリースター認定の
普及拡大に努め、積極的にＣＳＲを実践する企業の成
長・発展を支援する。

３．第16回ＭＵＤコンペティション
　�　９月１日より第 16 回ＭＵＤコンペティションの作
品募集を開始予定。昨年度の第 15 回コンペティショ
ンでは、一般 47点・学生 190 点の計 237 点の応募が
あり、経済産業大臣賞の杉山メディアサポート株式会
社様をはじめ多くの企業が受賞。今回は一般の部の作
品を少しでも増やすことができるよう、各工組に周知
協力をお願いした。

【協議事項】
１．ＣＳＲの普及・啓発の推進について
　�　各工組のＣＳＲワンスター認定の増加拡大ならびに
ＭＵＤ活動の推進について、活動状況と、ＣＳＲを普及・

啓発するうえでの課題があれば併せて報告するようお
願いした。

２．女性経営者ネットワークの構築について
「デジタル名簿」の本格稼働
　�　今年度に「デジタル名簿」等のウェブサイトを本格
稼働させ、入会申込フォーマットを利用した参加の呼
びかけを行なう予定。各工組へ周知協力をお願いした。

【意見交換】
　・�委員会メンバーで第 37 期ワンスター認定された企

業から、取り組みの経緯や取得の苦労や 認定後の
社内がどう変わったかなどの話があった。

　・�CSR を取り組むことによって、採用に関しての効果
が大きいと思う。

　・�2 月の CSR シンポジウムを聞いて地元の行政に SR
調達について口頭で話しをしたところ、価格面で柔
軟に対応してくれた。

　・�CSR について必要なことは十分に分かっているが、
今の厳しい経営状況では、それどころではないのが
正直なところである。

　・�各社の現状や悩み、また具体的な質問など活発な意
見交換ができた。

田中日露史委員長（青森県）
【報告事項】
１．�「随意契約・一般競争入札に関するアンケート」につ

いて
　�　官公需対策協議会が今年 4月から 5月にかけて、都
道府県工組における官公需受注企業（組合員）に対し
て官公需活動に関するアンケートを実施した。

【依頼事項】
１.官公需ならびに著作権セミナーの開催について
　�　官公需対策協議会では「大きく変わる知的財産権の
取り扱いセミナー～官公需における知的財産権～」を
引き続き組合支援セミナーとして企画している。本セ
ミナーの講師は官公需対策協議会の幹事と特別委員が
務めている。開催の検討をお願いした。

【協議事項】
１.�「随意契約・一般競争入札に関するアンケート」集計結

果について
　・�250 万円未満の少額随意契約と記載されているが、

250 万円以上の案件は聞かない。
　・�随意契約は 1社のみとの契約と思われているが、実

際は 2社以上の競争入札である。地方自治法にも記
載されている。

　・�岩手県は随意契約を行なっていないが、良い関係を
築いている。

　・�入札について、青森県は最低制限価格の 50％以下で
失格となってしまう。

　・�宮城県は、最低制限価格の 70％以下で失格。福祉施
設、文房具屋まで入札に参加。

　・�山形県の入札は、印刷業者以外はない。市や外郭団
体は分からない。

官公需対策協議会
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　・�コロナ禍前は県の担当者が企業を訪問して、入札の
条件を満たしているかチェックしていたが、最近は
行なわれていない。

　・�プロポーザルによる競争審査結果は、公表されない
し企画書等も返却されない。これは知的財産権的に
問題ではないか。

　・�プロポーザルにかかる経費負担は、業者持ちが当然
のようになっている。

　・辞退すると、次の案件は来ない。
最近の官公需に対するご意見・ご感想
１．�印刷データの著作権・中間生産物・知的財産権の取扱

いに関するもの
　宮城県：�工組の働きかけで知財権に対する意識は改善

されてはいるが、未だに所有権の所在を入札
の条件に記載されていることがあるので、そ
の場合仕方なく飲むしかない。

　山形県：�著作権セミナーを開催した際に県の担当者が
参加してくれた。山形県は著作権に対して積
極的に取り組んでくれている。

　岩手県：�県については取り組んでくれている、外観団

体までは分からない。
　青森県：�コンテンツ版バイ・ドール契約の活用を推進

している。
　�　今後も著作権・中間生産物・知的財産権については、
県に強く要請して欲しい。

２．随意契約に関するもの
　�　特命随意契約に競争はないが、随意契約は2社以上の
競争入札であり、アンケートに回答した企業も分かって
いないところがあるのではないか。

３．価格以外の評価方式に関するもの
　�　SDGs は各県とも具体的には動いていない。ISO の件
もあるので、あまり積極的に動いて欲しくない。

４．�大手・ネット印刷・ブローカー・県外業者等の入札参
加に関して

　�　電子入札について、山形県、宮城県（県内に本社が
あれば参加可、ブローカー等もいる）は行なっている。
青森県と岩手県は行なっていない。

　�　ネット印刷の値段で落札されて、次年度からその値
段が基準にされてしまう。

印刷物発注に関する市町村への要望

　令和 3年 11 月 岩手県に要望した「官公需発注に
おける著作権等の知的財産権の取扱い」および「印刷
物ご発注に関するお願い」について、令和 4年 2月
に実施した市町村への要望実施調査結果を基に、（一
社）日本グラフィックサービス工業会岩手県支部（以
下、ジャグラ岩手県支部）と連名で、以下の 4市町
へ要望を行いました。

令和 4 年 4 月 20 日（水）八幡平市

令和 4 年 4 月 27 日（水）花巻市

令和 4 年 4 月 28 日（木）紫波町

令和 4 年 5 月 11 日（水）矢巾町

　各市町からは「今後さらに改善に努める。改善事
例などあれば教えていただきたい」等、建設的な回
答をいただきました。
また、矢巾町の高橋昌造町長から、岩手県町村会※
での勉強会の提案をいただき、令和4年7月15日（金）
岩手県自治会館において、岩手県印刷工業組合の菊池
理事長とジャグラ岩手県支部の戸来副支部長が出席
し、県内の市町村広報担当職員（36 名出席）に、知
的財産権の取扱い（留意点）についてお話ししました。
※岩手県町村会…�市町村職員等の研修を行う「岩手県

市町村職員研修協議会」の事務局
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「新型コロナウイルス感染症」に係る影響アンケート結果
2022年 7月

回答社数：30社（40社中）　回答率　75％

 回答項目 回答（社） 比率
①�売上もしくは設備操業率が概ね前年同期比５割以上減少・低下 1 3%

②�売上もしくは設備操業率が概ね前年同期比２～４割減少・低下 4 13%

③�売上もしくは設備操業率が概ね前年同期比１割以上減少・低下 6 20%

④�売上もしくは設備操業率が概ね前年同期並み 15 50%

⑤�売上もしくは設備操業率が概ね前年前年を上回った 4 13%

 回答項目 回答（社） 比率
①�売上もしくは設備操業率が概ね前々年同期比５割以上減少・低下 0 0%

②�売上もしくは設備操業率が概ね前々年同期比２～４割減少・低下 5 17%

③�売上もしくは設備操業率が概ね前々年同期比１割以上減少・低下 5 17%

④�売上もしくは設備操業率が概ね前々年同期並み 8 27%

⑤�売上もしくは設備操業率が概ね前々年を上回った 12 40%

特記
・�コロナ前の2019年4月～6月よりは7％減少している

 回答項目 回答（社） 比率
①�売上もしくは設備操業率が概ね前々年同期比５割以上減少・低下 1 3%

②�売上もしくは設備操業率が概ね前々年同期比２～４割減少・低下 4 14%

③�売上もしくは設備操業率が概ね前々年同期比１割以上減少・低下 6 21%

④�売上もしくは設備操業率が概ね前々年同期並み 10 34%

⑤�売上もしくは設備操業率が概ね前々年を上回った 8 28%

特記
・�７月に入りコロナ感染者が増えて、今後３か月は不明、見通しが立たず

 回答項目 回答（社） 比率
①�売上もしくは設備操業率が概ね前年同期比５割以上減少・低下 2 7%

②�売上もしくは設備操業率が概ね前年同期比２～４割減少・低下 3 10%

③�売上もしくは設備操業率が概ね前年同期比１割以上減少・低下 6 21%

④�売上もしくは設備操業率が概ね前年同期並み 15 52%

⑤�売上もしくは設備操業率が概ね前年を上回った 3 10%

特記
・�７月に入りコロナ感染者が増えて、今後３か月は不明、見通しが立たず

１．�2022 年 4 月～ 6 月の状況（前年比較）

３．�2022 年 7 月～ 9 月の見通し（前年比較）

２．2022 年 4 月～ 6 月の状況（前々年比較）

４．2022 年 7 月～ 9 月の見通し（前々年比較）

５.�国や県に対する要望など、その他ご意見等ございましたらご記入ください。

・景気対策、補助金の継続、地域割りの継続
・景気対策をしっかりしてほしい（コロナ含む）
・�印刷関係は、コロナ前の水準には、これからも続きそ

うである

・経済を止めないでほしい
・中小企業に対する更なる助成金を要望します
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古紙回収事業

第１回　令和４年４月14日（木）

　　　　協力業者25社 総重量5.14㎏

第２回　令和４年７月13日（水）

　　　　協力業者22社 総重量4.31㎏

　皆様のご協力により、無事に終了することができました。

トピックス

第１回理事会
令和４年５月12日（木）
岩手県青少年会館　出席者14名（書面議決書10名）

　斎藤理事長の挨拶の後、通常総会に提出する議案
について審議されました。

正副委員長会議
令和４年６月２日（木）
アートホテル盛岡　出席者12名

　新旧役員が出席し、委員会の引継ぎおよび上期地
区協について話し合われました。

常任理事会

第１回　令和４年４月27日（水）岩手県青少年会館

第２回　令和４年５月12日（木）岩手県青少年会館

第３回　令和４年５月20日（金）ホテル森の風鶯宿

第４回　令和４年６月16日（木）アートホテル盛岡

盛岡支部　通常総会
令和４年４月19日（火）
岩手県青少年会館　出席者11名（委任状13名）

　事務局より提出された議案は、すべて可決されま
した。

盛岡支部　月例会
令和４年７月５日（火）
北ホテル　出席者12名

　盛岡支部 50 周年記念イベント開催について様々
な意見が交わされました。

役　職 氏　名 事業所名 再任／新任

支部長 主濱　哲也 浜印刷㈱ 新任

副支部長 間瀬　浩之 ㈱杜陵印刷 再任

副支部長 豊岡　長悦 トーバン印刷㈱盛岡営業所 新任

幹事 熊谷　徳夫 ㈲紫波印刷 再任

幹事 津田　徳武 ㈱白ゆり 再任

幹事 斎藤　　誠 川口印刷工業㈱ 再任

幹事 阿部　守雄 ㈱阿部印刷 再任

幹事 小松　正美 小松総合印刷㈱ 再任

幹事 千葉　　忍 川嶋印刷㈱
盛岡支社 再任

幹事 菊池　勝人 河北印刷㈱ 再任

幹事 菊池　忠彦 ㈱菊忠印刷 再任

幹事 工藤　芳紀 ㈱富士屋印刷所 再任

会計監事 新田　和央 第一印刷㈲ 再任

会計監事 荒川　和行 ㈱文協印刷 再任

■支部役員名簿
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訃報 組合員動向

令和４年６月 21 日
有限会社伊藤印刷　代表取締役
　　　　伊藤　弘様　享年 87 歳
ご冥福を心よりお祈り申し上げます

脱退
令和４年３月 31 日　岩手開発産業㈱
令和４年７月 31 日　㈱正和印刷

令和４年８月 31 日現在　組合員数 39 社

今後の組合の予定（行事）

・�令和４年９月 30 日（金）	�全印工連フォーラム

	 （名古屋東急ホテル）

・令和４年 10 月５日（水）	常任理事会（組合事務所）

・令和４年 11月２日（水）	 第４回古紙回収（組合事務所）

・�令和４何 11月４日（金）	� 盛岡支部ボウリング大会

	 （マッハランド）

・令和４年 12 月２日（金）	盛岡支部月例会（利衛門）

・令和５年１月 20 日（金）	新年交賀会（アートホテル盛岡）

お知らせ

日本人は虫の鳴き声を左脳でも聞く数少ない民族なのだとか。つまり、右脳で感じた音を左脳で翻訳して、

再び右脳で感じるという作業ができる民族といわれています。

　西洋では虫の声をノイズとしてとらえ、虫の声を聞いても季節感を感じることはないそうです。このように右脳しか

使わなければ、虫の鳴き声も単なる物音や雑音としか聞こえませんが、昔から日本人は自然の音や虫の声を言語のよう

に左脳でとらえてきました。こうして左脳の働きにより、虫の「声」を「言葉」として聞いていたわけです。スズムシ

の「リーン、リーン」、マツムシの「チンチロリン」、ウマオイの「スイッチョン、スイッチョン」、コオロギの「コロコ

ロリー」などなど…。

　さて、問題です。こうして鳴きしきる虫の音を、降ったりやんだりする

小雨にたとえて表現した美しい日本語があります。何というでしょうか。

ヒント：�「虫〇〇」といいます。
　　　  （虫の後に続く言葉は、漢字なら二文字、平仮名なら三文字）

Q. クイズコーナー

今回の景品　電気ポット

前回の答え 
前回の答えは
「アルカイックスマイル」でした。

■送  り  先：�答え、会社名、氏名をご記入の上、当組合

事 務所（当紙表紙に記載）まで FAX または

メールでご回答ください。

■応募締切：2022 年 10 月 28 日（金）

■当選発表：賞品の発送をもって代えさせていただきます。
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＊現像廃液・定着廃液及び古フィルム、廃油、洗浄液の処理を御用命下さい。

〒028-7801 岩手県久慈市侍浜町堀切11-136-5

TEL 0194-58-3833 FAX 0194-58-3057

長代商店はは皆様皆様の産業廃棄物の処理にの産業廃棄物の処理に
誠意をもってお手伝い申し上げます。誠意をもってお手伝い申し上げます。

＊廃液、廃油、洗浄液、インク缶の処理を御用命下さい。＊廃液、廃油、洗浄液、インク缶の処理を御用命下さい。




